
 

 

 

 

     音読・おしゃべり（報告）のすすめ 

                        校長  瀧沢  葉子  

この夏は、連日の猛暑や急激な豪雨など、厳しい環境でした。そのような中でもボラン

ティアの方々が、サツマイモ畑の草取りやビオトープの管理をしてくださっていました。

心から感謝申し上げます。 

さて、２学期が始まります。気象庁の９月気温予想には高温が続くとあり、教育活動も

WBGT（暑さ指数）をにらみながら実施していきます。学校でも荷物の軽減に配慮するなど

工夫をしていきますが、御家庭でも水筒や登下校の暑さ対策（日傘、クールネック、汗拭

きタオル等）の御協力をお願いいたします。地域の見守りの皆様には、大変お世話になり

ますが、御無理をなさらないようお願いいたします。 

２学期は集中して学習するのによい時期ですが、なかなか学習モードに切り替わらない

というときには、まずは「音読」と「おしゃべり（報告）」をおすすめします。 

脳科学の知見から、音読は黙読よりも前頭葉が活発に働くことがわかっています。前頭

葉は「論理的な思考」を司る部位で、９歳前後に大きく発達するといわれています。確か

に、小学３年生から、国語では段落や文章構成という概念を学んだり、現象から法則を導

き出す理科や社会科が始まったりします。脳の発達と学習内容が合っていることがよくわ

かります。国語の教科書だけでなく、いろいろな文章を音読すると思考力が高まります。 

ところで、語彙の習得は、脳の活動分野が違うらしく、主に側頭葉が司るそうです。前

頭葉が９歳ごろから急激に発達するのに比べ、側頭葉は幼児の頃から一定の習得力をもっ

ているそうです。したがって、低学年から人とたくさん話をしたり、本の読み聞かせを聞

いたりすることで、語彙が増え、表現力や理解力がつくと言われています。ぜひ、御家庭

でも、今日あった出来事を話したり、本を読み聞かせたりしてみてください。 

私もこの文章を音読して推敲しました。前頭葉に良い刺激があったかどうか…。 
 

＊１学期のいじめ認知件数は２７件でした。認知した案件は対応済で、家庭とも連携しながらその後の経

過を注意深く見守っています。３か月経過して本人及び保護者に確認後、解消としています。児童の様

子が心配なときは、遠慮なく学校へ相談してください。 

 

大石北小学校ホームページは 

こちらから → 

 信頼されるいきいきとした学校をつくります  
 

教師が児童生徒を盗撮し、画像などを教師間グループが SNS上で共有し逮捕されるとい

う極めて遺憾な事案が以前に報道されました。多くの教職員が教育に誠実に取り組んでい

る中で、児童・保護者の皆様に不安を与えるこのような犯罪は決して許されません。 

文部科学省、埼玉県教育委員会、上尾市教育委員会の通知に基づき、本校では７月と２

学期始業前に盗撮防止に係る点検を行い、安心して学べる環境であることを確認しまし

た。併せて、研修も実施し、これからも安心して学べる学習環境を保つことを改めて確認

しました。なお、児童の学習者用 ICT端末にある「アッピーアイコン」を押すと、相談窓

口案内が表示されます。必要に応じて活用してください。 
 

学 校 通 信  ９月号 

令和７年９月１日発行 

発行責任者 校長 瀧沢葉子 

大石北小だより 

学校教育目標 ともに学び 明日をつくる 



日
曜
日

日
課

行事等 日
曜
日

日
課

行事等

1 月 Ｂ 3時間（全）11：35下校 2学期始業式 1 水 Ｃ フレンドリータイム　委員会　にこにこ相談日

2 火 Ｂ 4時間（全）13：20下校　3・4年身体測定　給食開始 2 木 A 3年消防署見学

3 水 A 4時間(全)　13：10下校　5・6身体測定　SC来校日 3 金 A 前期通知表配布日　学校運営協議会　2年生活科校外学習

4 木 A 5時間(全) 　1・2年身体測定　通学班指導・一斉下校 4 土

5 金 A 5時間(全)　5年林間学校 5 日

6 土 5年林間学校 6 月 Ｂ フッ化物洗口

7 日 7 火 A 5時間(全)　

8 月 Ｂ フッ化物洗口　5年振替休業日 8 水 Ｃ 月曜時間割　3年クラブ見学　フレンドリータイム　クラブ　にこにこ相談日

9 火 A 9 木 A さわやか相談員来校日

10 水 Ｃ フレンドリータイム　委員会　にこにこ相談日　口座振替日 10 金 Ｃ 陸上競技大会激励会　口座振替日

11 木 A 4年社会科見学 11 土

12 金 A 12 日

13 土 13 月 スポーツの日

14 日 14 火 A 1年生活科見学

15 月 敬老の日 15 水 Ｃ 5時間(全)　陸上競技大会　にこにこ相談日

16 火 A 16 木 A

17 水 Ｃ 音楽集会　クラブ　にこにこ相談日 17 金 A 陸上競技大会予備日

18 木 A 18 土

19 金 A 19 日

20 土 20 月 Ｂ フッ化物洗口　 口座再振替日

21 日 21 火 A SC来校日

22 月 Ｂ フッ化物洗口　 口座再振替日 22 水 Ｃ 3年クラブ見学　くすどりクイズラリー　クラブ　にこにこ相談日

23 火 秋分の日 23 木 Ｂ 月曜時間割　(ひ)なかよし交流会

24 水 Ｃ 5時間(全)　全校集会　にこにこ相談日　SC来校日 24 金 A

25 木 A 25 土

26 金 A 26 日

27 土 27 月 Ｂ

28 日 28 火 Ｂ

29 月 Ｂ フッ化物洗口 29 水 Ｃ 5時間(全)　全校集会

30 火 Ｂ 4時間(全13:20下校) 　北小安全の日家庭読書の日 30 木 A 1・3・5年4時間　2・4・6年5時間　上尾市教育委員会委嘱生徒指導研究発表会

31 金 Ｂ 4時間(全13:20下校) 　北小安全の日家庭読書の日

大石北小学校交通事故ゼロを目指して

「自分の命は自分で守る」自転車乗車時には、ヘルメットの着用を！

※行事等は、現段階での予定ですので、変更になる場合もございます。

　２学期が始まりました。まだ暑さが厳しいですが、「早寝・早起き・朝ごはん」で、体調を
しっかりと整え、学習や運動をするためのペースを作りましょう！

９月 September の行事予定 10月 October の行事予定



 
 

令和７年度 大石北小学校 学校運営協議会  委員さんからのメッセージ No.3 

～大好評につき、今年度も学校運営協議会の委員の皆様のメッセージを、連載でお伝えします～ 
 

自然との触れ合う機会を大切に 
           大石北小学校学校運営協議会 荒木 三郎 

  

 

大石北小だより６月号の「自然とともに学ぶ」で稀少種のチョウ、ジャコウアゲハの食草で

あるウマノスズクサの話や荒川草花プロジェクトに参加して４年目、環境委員会児童がキンミ

ズヒキを栽培し種の採取に挑戦している、こんな話題を瀧沢校長先生が書いてくれたこと、学

校応援団、環境担当であり、学校運営協議会委員としてありがたいお言葉でした。  

６月７日（土）には親父の会・先生方・環境委員会の児童の皆さんの協力により、在校生・

PTA・地域の皆様（約６００名）に夏の風物詩ヘイケボタルを観賞して頂き、楽しいひと時を

過ごして頂けたことと思います。    

 ６月２０日には、２年生の生活科の校外学習で、北本自然観察公園・埼玉県自然学習センタ

ーに３クラス１１４名の児童、先生方が来園し自然観察が出来ました。３０度を超える暑さで

したが五感を使って動植物の観察が出来、館内では Q&A クイズ、動物足跡体験、葉っぱで工

作、館内解説など楽しみながら学習出来たと思います、質問コーナーでは時間が足りないほど

多くの質問があり、自然学習指導員として楽しいひと時が過ごせました。 

６月２３日には、校長先生、ひまわり組の先生から上尾の自然についての授業の依頼があり、

低学年を中心に上尾の自然についての授業を行いました。秋の七草の覚え方、頭文字から、「お・

す・き・な・ふ・く・は（オミナエシ・ススキ・キキョウ・ナゲシコ・フジバカマ・クズ・ハギ）」

を覚えて頂いた。そして、家から持参した乾燥させたフジバカマの葉の匂いを、一人ずつ嗅が

せてみて「何の匂いかな？」の問いに、ピンクの餅、和菓子、桜餅と手が上がりビックリしまし

た。実は桜餅の葉とフジバカマの葉のクマリン酸は一致するので、皆が素晴らしい嗅覚の持ち

主であることは驚きでした。最後は生体展示したカタツムリ・ナナフシ・ヘビのヒバカリ他に

触れて大盛り上がりでした。 

 さらに、２年生の生活科の校外学習の振り返り授業として、６月２４日、３クラス合同で体

育館にて上尾の身近な自然についての授業を行いました。植物は秋の七草、生き物は昆虫類・

哺乳類・両生類・爬虫類・魚類・鳥類をスライド写真で解説しました。生体では３種類のカタツ

ムリ、オオクワガタ、可愛いヘビのヒバカリに触れ、怖いけど可愛いと、大盛り上がりでした、

子供たちには映像より生きた生き物が身近に感じられるので一番いいのでしょう。出来ればク

ラス毎に解説出来れば良いのでしょう、反省しています。  

 私にとって大石北小学校の子供たちと自然を通じて触れ合うことが出

来ました。今年の６月は私にとって貴重な体験が出来、楽しい想い出が

出来ましたこと、学校に感謝いたします。    
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